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アサエルについて 
 

1. アサエルについて、聖書はわずかし
か記録していません。どのようにアブネ
ルに殺されたかという事が２サム2:18-
23に書かれている以外は、ほとんど何
もありません。２サム23:24と1歴代
27:7から彼は、軍事的指導者であった
事がわかりますが、彼について一番多く
記録されている箇所に、その事は書いて
ありません。 
 
2. 彼は、ダビデの姉妹ツェルヤの子で
あり、ダビデの軍団長ヨアブの弟でした
(2:18)。アブネルは2:22でその事につい
ても触れています。アサエルはアブネル
に１対１で対峙しましたが、彼は個人と
してではなく、ヨアブの弟として見られ
ました。アサエルは、もしかしたらそれ
が嫌だったのかもしれません。 
 
3. アサエルとアブネルは２人とも戦士
でしたが、肉体的な違いや身分の違いの
他にも、違いがありました。アブネルは
政治的な事を考えていましたが、アサエ
ルは、戦う事ばかり考えていたようでし
た。 
 
4.　２サム２章に書かれている戦いは、
国内の紛争だった事を覚えておかなけれ
ばなりません。アサエルはダビデの側、
正しい側にいましたが、それだからとい
って、彼がアブネルを殺そうとしたこと
が、必ずしも知恵があり、正しい事だっ
たとは言えません。ある意味でアサエル
は、ゴリアテと直面した時のダビデのよ
うでしたが（1サム17）、他の意味では
大分違っていました。 
 
5.  おそらくこの学びで大事な事は、個
人としてのアサエルと、チームの一員と
してのアサエルを見て、自分と比べる事
でしょう。彼の死から多くの事が学べま
す。彼は賜物を持った人物で、正しい側
に立っていたのに、何も達成することな
く、不必要な死を遂げました。

走るのが速かった (2:18)
ヨアブの弟
サムエル記では目立たない人物
正しい側に立った
信仰の人

勇敢、大胆
自分の考えを変えようとしなかった

アブネルに重要視された
アブネルより強かった
不必要に殺された
自信過剰

過剰な野心
戦功を求めた (2:21)
説得を聞こうとしなかった
他への警告 (2:23)
独立心が強過ぎた
悲劇的な失敗者

サウルに似ている
ヨアブに似ている
私に似ている

アサエルはどんな人物でしたか？ 
 2サム2:18-23から、アサエルはどん
な人物だったと言えるでしょうか？下
のリストを参考にして考えましょう。
彼についてあてはまるもの、そうでな
いもの、部分的に正しいものなど、そ
れぞれに印をつけましょう。そこから
はっきり読み取れないものには、？を
つけて下さい。その後で右ページの空
欄に、アサエルについてまとめてみま
しょう。自分とアサエルを比べてみる
時、この箇所からの適用を正しく学ぶ
事ができます。



アサエルは...
２サム2:18-23を読んで、アサエルについて説明してください。

適用
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アサエル 
 
アサエルは、ダビデの軍団長であり、勇士として２サム23章のリストにあげられ
ていますが、２章に記録されているその死を見る時、彼は悲劇的な失敗者だった
と言えるでしょう。もし彼にもっと知恵があり、アブネルを殺す事にそれほどま
でに執着していなかったなら、彼は恐らくもっと長く生きてダビデ王に仕えるこ
とができたはずです。 
 
下の図の左側には、彼の良い性質があげられています。それは彼の成功にもつな
がるはずでした。しかしそれらが間違った方向に行って、結果的に死につながっ
たという、失敗の例（悪くなった性質）が右側にあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そのような漠然とした否定的な結論を出せるほど、私たちはアサエルについて知
り得ない、と言う人もいるかもしれません。彼の人生全体を考える時、確かにそ
れは言えるでしょう。たとえばもし彼が、常に野心的であり無分別であったなら、
おそらく国の軍事的指導者には選ばれなかったでしょう（１歴代27:7)。しかし
それでも、彼の人生の終わりは、2サム2:18-23に見る限り、上の図のように悲
劇的だった事は明らかです。 
 
アサエルは、サウル王のような大きな失敗者ではなかったでしょう。彼は、神様
や他の人に対して特別な罪を犯した、という事は記録されていません。同じ理由
で、彼は兄ヨアブほどの失敗者でもありませんでした。ヨアブは成功した将軍で
したが、２人の重要人物を不必要に殺しました（１列王2:5-6）。ですから私た
ちはアサエルのことを、サウルやヨアブのようだとはせず、私たちの多くがそう
であるように、小さな失敗者と考えたらいいかもしれません。 
 
アサエルについて、私たちが知らない大事な事は、彼の霊的な状態です。それに
関して、はっきり書いてある箇所はありませんし、彼が敬虔な人であったと示唆
しているところもありません。彼が「正しい側」についていた事は、神様に信頼
してそうだったというより、親戚関係によるものでしょう。彼が他の者よりも速
く走ることができた事も、彼の霊的状態とは関係ありません。むしろ２サム
2:18-23の出来事は、彼が神様に信頼していたというよりも、自分の肉体的な能
力に頼むところが大きかった事を示唆しているようです。 
 
今日でも、また教会の中においても、多くの賜物ある人がそのように失敗する事
が少なくありません。ですから私たちは神様を信頼して、アサエルのような人生
の終わり方をしないように、祈りましょう。

 

勇敢で 

賜物があり 

決然としていて 

正しい側についた

 

野心が強すぎ 

自信過剰で 
無分別 
独立心が強すぎた

 

悲劇的な 
失敗者

アサエルは...


